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今月のあいさつ 

 

こんにちは、アースベ

ースのノザワです。この

あいだ年が明けたと思っ

たらもう 2月ですね。 

せつない季節がやってき

ました。バレンタインで

す。チョコレートを売り

つける企業戦略のあれで

す。 

モテない男以外にも、チョコレート好き男子にもちょ

っとしんどい季節です。チョコを年中買っている者と

してはコンビニで買物するたびに店員さんに勘違い

されそうでテレくさいのです。ごくたまにですが、私

がレジに立った時、店員さんの目線が商品から顔の方

に上がってきて確認してから目線を商品に戻される

ことがあります。 

“店員さん、バレてますよ！” 

ああ、バレンタインの“負け組”に慰めの言葉は無用

です。ただ悲しくなるだけなので… 

世の中には、「本命チョコ」「義理チョコ」「友チョコ」

なんてのがあるそうですが、“負け組”から見れば「義

理」でも貰えたら嬉しい。 

「偽善」「建前」「同情」「支援物資」でも貰いたいの

です。 

毎年思うの

ですが、いっ

たい誰がこ

の習慣を広

めたのでし

ょう？ 

さて、このレ

ターが届く

のは、おそらくバレンタインは過ぎたころだと思いま

す。今年の成果を皆さんにインタビューしに行きたい

ものです。 

ちなみに、2月 14日は、煮＝２、棒(ぼ)＝１、し＝４

で、【煮干しの日】でもあるそうです。 

 

宝の地図をあなたに 

 

アースベー

スはテクノタ

ウンというま

るで要塞のよ

うなゴツい建

物の中にあり

ます。 

「中に入った

ら化け物でも出るんじゃないか。ラスボスは屋上にい

るに違いない。」なんて、思わせます。 

そんなドラクエまがいの城の中、アースベースを訪れ

る人はたどり着けず、たいてい迷います。かくいう私

もそうでした。初めて訪問した時、たどり着けなくて

途方に暮れていたら、一階で掃除をしていたおせっか

いそうな(親切そうな)おばちゃんに教えてもらって、

やっとのことで入口のドアを見つけることが出来ま

した。 

それでは、これからアースベースを訪ねていただく

方々のために

わかりやすく

道案内をしま

しょう。 

まずは小松川

の地をお踏み

ください。JR

平井駅から徒

ご縁をいただいたお客様にお届けするニュースレター                    平成２8年 2 月（ほぼ毎月発行） 
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歩 20分、都営新宿線東大島駅から徒歩 15分、都バス

の中川新橋停留所からなら徒歩 5分です。 

そして別添の地図を使って“宝”までやってきてくだ

さい。 

大丈夫、アースベースはちゃんと実在しています。 

無事にたどり着いた頃、ご自身のレベルは数段あがり、

強くなっています。 

そして、あなたを私たちが温かく迎え入れることでし

ょう。 

 

お客様紹介 

 

今月は葛西のテント屋さん、有限会社キャンバス藤さ

んを紹介します。近藤社長は当社の黒田代表と江藤職

員とは 20 年

以上もの付き

合いだそうで

す。20年以上

といえば赤ち

ゃんが生まれ

て大学卒業す

るくらいまで

の時間ですよね。ずいぶん長い関係ですね。 

テントと言えば交通安全週間に近所のおじさんたち

が一日中座っている場所とかを思い出すかもしれま

せんが、キャンバスさんで製作しているテントはちょ

っと違います。おしゃれなお店の日除けとかなんです。

そうそう、あのディズニーランドのアトラクションの

飾りも製作しているのだそうです。 

アースベースでは垂れ幕のミシンで縫う部分をお願

いしたりしています。 

それから、キャンバスさんにはアクリル板を切断する

ルーターという機械があって、先日お客さんから募金

箱を作って欲しいという依頼があったときは箱を作

ってもらい

ました。そこ

に看板で使

う写真入り

シートを貼

り合わせて

納品させて

いただきま

した。 

募金箱製作を依頼されたお客さんからは、 

『看板屋さんなのに、こんなこともやってくれるん

だ。』 

とたいそう喜ばれました。これもキャンバスさんの協

力あっての話です。 

ありがとう

ございまし

た。 

ちなみに強

面の近藤社

長は札付き

のガキ大将

だったそう

で、面倒見のよい親分肌であることをここに補足させ

ていただきます。あと１０年２０年末永くお付き合い

ください。よろしくお願いいたします。 

 

編集後記 

 

第５号の「月刊地球基地」いかがでしたか？ 

今年もこんな感じで発行していきたいですね。寒かっ

たり、暖かかったり気候の変化が激しいので体調には

お気をつけください。 

 

また次回よろしくお願い致します。 


